
 

   
 

 
文 化 財 学 習 会 

ふ る さ と 探 訪 
 

テーマ 西植田勝名寺、藤尾神社と神内氏の史跡を訪ねる 

講 師 村井 等(植田校区連合自治会長)  

日 時 令和元年６月９日（日） 
     

 

共 催 

高松市歴史民俗協会 

高松市文化財保護協会 

高松市教育委員会 
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１ 

西
植
田
町 

西
植
田
町
は
、
高
松
市
南
部
東
寄
り
に
位
置
し
、
東
は
東
植

田
町
、
東
北
は
池
田
町
、
西
北
は
三
谷
町
、
西
及
び
南
は
香
川

町
、
南
の
一
部
は
菅
沢
町
、
塩
江
町
に
接
し
ま
す
。
古
く
か
ら

開
け
た
土
地
で
、
古
墳
や
出
土
遺
物
、
伝
説
等
も
多
く
存
在
し

て
い
ま
す
。「
植
田
」
の
由
来
は
、
良
質
の
米
を
産
す
る
上
田
で

あ
る
と
も
、
田
地
増
殖
に
対
す
る
喜
び
の
意
味
で
あ
る
と
も
い

わ
れ
て
い
ま
す
。
明
治
二
十
三
年
（
一
八
九
〇
）
ま
で
は
、
現

在
の
東
植
田
町
と
と
も
に
植
田
郷
と
呼
ば
れ
て
い
ま
し
た
。
明

治
二
十
三
年
に
、
町
村
制
実
施
と
と
も
に
西
植
田
村
が
誕
生
し
、

昭
和
四
十
一
年
よ
り
西
植
田
町
と
な
り
現
在
に
至
り
ま
す
。 
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２ 

西
植
田
保
育
所
の
ク
ス
ノ
キ 

西
植
田
保
育
所
の
北
側
に
は
、
平
成
十
五
年
に
高
松
市
の
名
木
に
指
定
さ
れ
た
ク
ス
ノ
キ
が
あ
り
ま
す
。

 

高
さ
は
約
十
六
メ
ー
ト
ル
、
一
・
二
メ
ー
ト
ル
の
高
さ
に
お
け
る
幹
の
周
囲
が
四
・
四
五
メ
ー
ト
ル
あ
り

ま
す
。 

 

★
高
松
の
名
木
（
公
園
緑
地
課
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
）

 

 

長
い
間
風
雪
に
耐
え
、
市
民
に
自
然
の
恵
み
を
与

え
て
き
た
郷
土
の
古
木
、
巨
木
な
ど
を
高
松
の
名
木

に
指
定
し
、
こ
れ
を
永
く
保
存
す
る
も
の
で
す
。
高

松
市
の
名
木
と
し
て
指
定
す
る
樹
木
は
、
次
の
い
ず

れ
か
に
該
当
し
、
か
つ
健
全
で
市
民
の
推
賞
に
足
る

も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。 
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・
一
・
五
メ
ー
ト
ル
の
高
さ
に
お
け
る
幹
の
周
囲
が
概
ね
一
・
五
メ
ー
ト
ル
以
上
の
も
の 

・
高
さ
が
概
ね
十
五
メ
ー
ト
ル
以
上
の
も
の 

・
株
立
（
※
）
し
た
樹
木
で
高
さ
が
三
メ
ー
ト
ル
以
上
で
相
当
の
樹
齢
を
経
た
も
の
。 

※
株
立
…
一
本
の
茎
の
根
本
か
ら
複
数
の
茎
が
分
か
れ
て
立
ち
上
が
っ
て
い
る
様
子 

・
は
ん
登
性
樹
木
（
※
）
で
根
菜
の
広
が
り
が
お
お
む
ね
三
十
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
の
も
の 

 

※
は
ん
登
性
樹
木
…
つ
る
等
に
よ
り
木
や
石
等
に
付
着
し
て
枝
葉
を
広
げ
る
樹
木 

・
希
少
価
値
の
あ
る
珍
し
い
樹
木
で
相
当
の
樹
齢
を
経
た
も
の 

・
そ
の
他
特
に
価
値
の
あ
る
樹
木
で
保
存
を
必
要
と
す
る
も
の 

 

３ 

神
内
池 

 

春
日
川
支
流
の
天
満
川
上
流
の
谷
を
せ
き
止
め
て
つ
く
ら
れ
た
神
内
池
は
、
松
尾
池
、
城
池
、
公
渕
池

と
と
も
に
四
箇
池
（
し
か
い
け
）
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
堤
防
高
十
五
・
二
メ
ー
ト
ル
、
堤
長
二
四
九
メ

ー
ト
ル
、
貯
水
量
百
十
六
万
立
方
メ
ー
ト
ル
。
貯
水
量
は
県
内
有
数
規
模
で
、『
全
讃
史
』
に
「
是
れ
亦
大
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池
な
り
。
万
農
池
に
従
ふ
。
而
し
て
三
谷
池
と
伯
仲
を
争
ふ
者

な
り
」
と
あ
り
、
大
池
番
付
で
は
満
濃
太
郎
・
神
内
次
郎
・
三

谷
三
郎
と
並
び
称
さ
れ
ま
し
た
。 

 

も
と
も
と
こ
の
池
は
、
文
武
天
皇
の
即
位
元
年
に
行
基
に
よ

り
建
立
さ
れ
た
、
蓮
華
三
昧
院
吉
国
寺
（
よ
し
く
に
じ
）
が
あ

り
ま
し
た
。
蓮
華
三
昧
院
吉
国
寺
は
、
僧
徒
の
学
問
所
で
あ
っ

た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
天
正
十
〇
年
（
一
五
八
二
）

に
焼
失
、
翌
年
結
ん
だ
草
庵
も
洪
水
に
よ
っ
て
流
失
し
、
廃
寺

と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。 

 

寛
永
三
年
（
一
六
二
六
）、
旧
暦
四
月
か
ら
七
月
に
か
け
て
九

十
五
日
間
全
く
雨
が
降
ら
ず
讃
岐
は
未
曾
有
の
大
旱
魃
（
だ
い

か
ん
ば
つ
）
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
旱
魃
に
よ
り
、
寛
永
十
二

年
（
一
六
三
五
）
に
高
松
城
主
の
生
駒
高
俊
は
、
西
嶋
八
兵
衛

に
命
じ
て
こ
の
地
に
た
め
池
を
造
ら
せ
ま
し
た
。
西
嶋
八
兵
衛
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は
大
勢
の
人
を
繰
り
出
す
人
海
戦
術
で
工
事
を
行
い
、
わ
ず
か
五
か
月
で
神
内
池
を
完
成
さ
せ
ま
し
た
。 

明
治
中
期
以
降
も
用
水
不
足
が
顕
在
化
し
た
た
め
、
集
水
流
域
に
恵
ま
れ
た
神
内
池
上
流
に
大
正
五
年

（
一
九
一
六
）
新
た
に
神
内
上
池
が
築
造
さ
れ
ま
し
た
。
神
内
池
は
土
砂
が
流
入
し
や
す
い
位
置
に
あ
る

た
め
、
幾
度
も
改
修
さ
れ
ま
し
た
が
、
昭
和
四
十
二
年
か
ら
三
年
に
わ
た
る
県
営
改
修
工
事
に
よ
っ
て
ほ

ぼ
現
況
の
溜
池
と
な
り
ま
し
た
。 

 

４ 

勝
名
寺 

 

不
動
山
理
顕
院
勝
名
寺
。
本
尊
は
阿
弥
陀
如
来
立
像
で
す
。 

 

勝
名
寺
は
、
天
文
年
間
（
十
六
世
紀
中
頃
）
に
僧
明
雲
上
人
が
不
動
谷
に

建
立
し
、
寛
永
七
年
（
一
六
三
〇
）
に
僧
妙
玄
上
人
が
現
在
の
地
に
移
転
、

再
興
し
ま
し
た
。
一
説
に
は
、
勝
名
姫
と
い
う
美
し
い
姫
が
、
深
く
仏
に
帰

依
し
亡
く
な
っ
た
た
め
、
香
花
の
院
と
し
て
勝
名
寺
を
建
立
し
た
と
も
伝
え

ら
れ
て
い
ま
す
。
現
在
の
本
堂
は
天
保
七
年
（
一
八
三
六
）
の
建
立
で
す
が
、
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平
成
二
十
年
に
改
修
さ
れ
ま
し
た
。 

 
勝
名
寺
の
鐘
楼
は
、
池
戸
八
幡
社
坊
恵
徳
院
所
属
の
も
の
と
伝
え
ら
れ

て
お
り
、
鐘
を
突
く
た
び
に
天
井
の
絵
の
龍
の
目
玉
が
動
く
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。 

 

勝
名
寺
の
境
内
に
は
、
春
は
ツ
ツ
ジ
、
夏
は
ア
ジ
サ
イ
、
秋
は
ハ
ギ
、

冬
は
ロ
ウ
バ
イ
な
ど
が
見
事
に
咲
き
、
四
季
折
々
に
美
し
い
花
を
楽
し
め

る
「
花
の
寺
」
と
し
て
も
有
名
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

 
 

５ 

神
内
城
跡 

 

神
内
城
跡
は
、
中
世
豪
族
神
内
氏
の
居
城
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
神
内
氏
は
、
山
田
郡
一
帯
に
勢

力
を
持
っ
た
植
田
氏
一
族
か
ら
分
家
し
、
文
治
元
年(
一
一
八
五
年)

の
源
平
屋
島
の
合
戦
で
は
源
氏
に
味

方
し
て
出
陣
し
功
績
を
挙
げ
ま
し
た
。
初
代
以
降
代
々
こ
の
地
に
住
み
、
戦
国
時
代
に
は
植
田
で
三
百
石

と
木
太
で
七
百
石
を
領
し
、
木
太
に
も
神
内
城
を
築
き
ま
し
た
。
な
お
、
木
太
町
の
神
内
城
に
つ
い
て
は
、
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現
在
の
木
太
南
小
学
校
周
辺
に
あ
っ
た
と
想
定
さ
れ
て
い

ま
す
（
直
近
で
は
、
昨
年
六
月
二
十
四
日
開
催
の
「
木
太

町
の
海
中
散
歩
～
古
・
高
松
湾
を
巡
る
～
」
で
訪
ね
て
い

ま
す
）。 

 

神
内
城
跡
は
、
標
高
八
十
九
メ
ー
ト
ル
の
台
山
と
い
う

小
高
い
丘
陵
地
に
築
か
れ
、
西
方
は
丘
越
し
に
神
内
池
が

望
め
、
北
方
は
上
佐
山
や
北
部
の
低
地
が
一
望
で
き
る
要

所
に
あ
り
ま
し
た
。
土
塁
や
自
然
の
谷
を
利
用
し
た
落
差

の
大
き
い
掘
り
切
り
を
造
る
な
ど
、
防
御
上
の
工
夫
が
行

き
届
い
て
い
ま
す
。 

 

ま
た
、
神
内
城
跡
北
の
山
裾
に
は
、
鎌
倉
時
代
後
期
か

ら
室
町
時
代
に
か
け
て
十
数
基
の
五
輪
塔
が
ほ
ぼ
原
位
置

を
保
っ
た
ま
ま
墓
地
を
形
成
し
て
お
り
、
神
内
城
主
の
墓

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
神
内
家
墓
地
石
塔
群
は
、
平

神内家墓地石塔群 
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成
十
七
年
に
市
指
定
史
跡
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

 
６ 
藤
尾
八
幡
神
社 

 

標
高
百
六
十
六
メ
ー
ト
ル
の
藤
尾
山
の
山
頂
に
位
置
す
る

藤
尾
八
幡
神
社
は
、
養
老
年
間
（
八
世
紀
初
め
）
に
行
基
が
創

建
し
、
そ
の
後
神
内
城
主
の
神
内
氏
や
戸
田
城
主
の
植
田
氏
ら

が
修
改
築
し
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
祭
神
は
誉
田
別
命

（
応
神
天
皇
）
。
社
叢
の
面
積
は
三
十
二
・
二
七
ヘ
ク
タ
ー
ル

あ
り
、
県
内
で
は
金
刀
比
羅
宮
に
次
ぐ
規
模
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
社
叢
全
域
が
「
藤
尾
山
自
然
環
境
保
全
地
域
」
と
し
て

香
川
県
自
然
環
境
保
全
地
域
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
藤
尾
山

は
「
神
奈
備
山
（
か
ん
な
び
や
ま
※
神
社
の
意
）
」
と
も
呼
ば

れ
、
山
全
体
が
御
神
体
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
拝
殿
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は
あ
り
ま
す
が
本
殿
は
な
く
、
藤
尾
山
に
登
る
と
き
は
神
職
で
も
水
を
浴
び
て
身
体
を
清
め
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

旧
山
田
・
香
川
郡
一
円
の
親
神
と
言
わ
れ
、
分
霊
の
神
が
七
神
社
（
東
植
田
・
三
谷
・
香
西
の
宇
佐
・

庵
治
の
桜
・
安
原
の
平
尾
・
塩
江
の
岩
部
・
池
田
の
合
子
）
あ
る
こ
と
か
ら
七
八
幡
の
頭
と
称
さ
れ
て
い

ま
す
。 

 

神
社
か
ら
の
眺
望
も
素
晴
ら
し
く
、
讃
岐
百
景
に
も
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

★
香
川
県
自
然
環
境
保
全
地
域
（
香
川
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
） 

様
々
な
生
き
物
や
地
形
・
地
質
に
よ
っ
て
つ
く
ら
れ
る
自
然
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に
お
い
て
多
様
で

複
雑
な
環
境
を
つ
く
り
あ
げ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
自
然
環
境
の
中
に
は
、
天
然
林
や
希
少
な
野
生
生
物

の
生
息
地
、
湖
沼
、
湿
原
な
ど
優
れ
た
自
然
環
境
が
維
持
さ
れ
て
い
た
り
、
特
異
な
地
形
・
地
質
な
ど
独

特
の
自
然
の
現
象
が
生
じ
て
い
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。 

  

香
川
県
自
然
環
境
保
全
地
域
は
、
こ
の
よ
う
な
県
土
の
優
れ
た
自
然
環
境
を
保
全
し
、
将
来
に
わ
た
り

継
承
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
地
域
を
指
定
し
て
い
ま
す
。 
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ふ
る
さ
と
探
訪 

「
西
植
田
勝
名
寺
、
藤
尾
神
社
と
神
内
氏
の
史
跡
を
訪
ね
る
」 

探
訪
ル
ー
ト
① 

 

西植田コミュニティセンター 

西植田保育所のクスノキ 

「西植田」バス停 

神内池 

勝名寺 
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ふ
る
さ
と
探
訪
「
西
植
田
勝
名
寺
、
藤
尾
神
社
と
神
内
氏
の
史
跡
を
訪
ね
る
」
探
訪
ル
ー
ト
② 

 

 

 
 

藤尾八幡神社 
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６月９日（日）復路 

▼ことでんバス川島線・西植田線 

 西植田（１２：５０発）→瓦町（１３：２９着）→高松（１３：３９着） 

 

                       

 
 

✿次回のふるさと探訪は… 

◎テ－マ：「香川県立ミュージアム特別展を観る」（予定） 

◎と き：令和元年９月１日（日）午前９時半～正午 

◎集合場所：未定  

◎講 師：未定  

◎探訪先：香川県立ミュージアム特別展「祭礼百態－香川・瀬戸内

の風流－」  

◎参加費：無料 

 

★公共交通機関の御案内 

・ことでんバス「県民ホール」下車、徒歩３分 

・ことでん高松築港駅から徒歩５分 

・ＪＲ高松駅から徒歩１０分 

 

★注意 

☆公共交通機関を御利用ください。 

☆広報「たかまつ」８月１５日号に開催案内を掲載予定です。 

☆小雨決行。当日、警報が発令された場合は、中止とします。 

なお、中止かどうか御不明な場合、午前７時３０分～９時３０分

に文化財課（Tel 087-839-2660）でお知らせします。電話が通じ

ない場合は実施予定ですので、集合場所にお集まりください。 
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「ふるさと探訪」に 

参加される皆様へ 

※参加中は、次のことに充分留意し、意義のある探訪としましょう。 

 
１ 交通ルールを守り、交通安全を心がけましょう。 

  （必ず歩道を歩き、歩道が無いところでは、 

道路の端を一列で歩きましょう。） 

 

２ 無理をせず、体調には十分気を付けましょう。 

 

３ 引率者の指示に従い、整然と行動しましょう。 

 

４ マナーを守り、他人に迷惑がかからないよう気を 

  つけましょう。 

 

５ 文化財や自然を大切にしましょう。 


